
​　 学び続けることの価値​​　​
​　　　　皆さんはビジネス映像メディアの「ＰＩＶＯＴ」という名前を聞いたことがありますか？大企業の社長、​
​　　　マーケター、学者、コンサルタントなど、多岐にわたる分野の専門家たちの対話や解説をYoutubeなどで配​
​　　　信しているコンテンツです。​
​　　　　私は最近、読書をする時間の確保ができなくなってきています。その代わりにこのコンテンツ、特に動画​
​　　　を視聴して様々なことを学んでいます。「企業で働くスキルに関する学び」だと考えると、学校で勉強を教​
​　　　えることや教育とは無関係に思えるかもしれません。​
​　　　　しかし、実際はそうではありません。物事の解決の仕方、人との接し方、自分の心の向き合い方など、生​
​　　　きていく上で大切なことを学ぶことができます。いつまで経っても、形を変えながら「勉強」は続いていく​
​　　　のだと実感します。​
​　　　　ＰＩＶＯＴの動画の中に、脳科学に基づく学習法について解説したものがありました。「リトリーバル学​
​　　　習法」というものです（気になる人はぜひ調べてみてください）。先日、この動画についてとある生徒と話​
​　　　していたところ、保護者の方から同じ動画を勧められたという話を聞きました。​
​　　　　学習の方法についても多様な情報が流れる時代になったのだと感じています。「リトリーバル学習法」は​
​　　　科学的根拠に基づいているから、誰もが取り入れるべきだ！と、絶対的な正解を提示したいわけではありま​
​　　　せん。​
​　　　　人にはそれぞれ得意なことと、苦手なことがあります。教科書を読んで理解するのが得意な人、何度も書​
​　　　いて覚える人、図や映像を見て理解を深める人。学習もそれぞれにあった形があるはずです。​
​　　　　昨年と比べ、皆さんの学習に対する意欲も高まってきているなと感じています。受験も近づいてきて、結​
​　　　果を残したいと考えている人もいるでしょう。​
​　　　　テスト直前のこの時期ですが、今一度、テスト二週間前に立てた「自分の目標」を思い出してみてくださ​
​　　　い。 その目標を達成するための残りの二日間にするために、自分は「どう学習すればよいか」、改めて自分​
​　　　のやり方を考えて取り組んでみましょう。​
​　　　　皆さんが自分自身の得意を活かし、自分に合った学習法を見つけ、工夫して取り組めるとよいですね。​

​　​​　文化祭を終えて！作文紹介コーナー☆​
​　　　　文化祭を終えて、皆様々な思いを抱いたのではないでしょうか。文化祭の感想を書いた作文を紹介します。​

​　　​​　・​​文化祭​
​　　　　私はこの文化祭で、気づいたことが一つあります。それは、みんなで力をあわせることの大切さです。今​
​　　　回は２回目の文化祭で、１回目よりは緊張せず舞台で歌うことができました。そして、１回目より力を合わ​
​　　　せて歌うことができたと思います。個人的に、初めての文化祭では、ちゃんと歌いきることを第一にしてい​
​　　　て、力をあわせることという意識が足りなかったと思っていて、実際7年生のとき私のクラスはミスをして​
​　　　しまって、それも相まって今回の文化祭はものすごく力を合わせることができたと思うし、いい文化祭にな​
​　　　ったと思います。練習で、ちょっとギスギスした感じの空気もあったと思うし、本番が迫っているなか、ま​
​　　　だ歌詞が覚えられなかったりしたことがあったから、大変だったけれど、ちゃんと歌いきって完璧じゃなか​
​　　　ったとしても、力を合わせられたので良かったです。私はこの文化祭で、ちゃんと楽しむことができるか心​
​　　　配だったのですが、力を合わせて歌うのもそうだったし、ほかの学年や、クラスの歌や、ダンス部、吹奏楽​
​　　　部のパフォーマンスを見て聞いて、「来れてよかった」と思いました。​
​　　　　今回の文化祭で気づいた力を合わせることの大切さを、今後集団行動とか、授業などで役立てることがで​
​　　　きると思います。そのためにこれから、クラスの中で自分にできることを見つけて、それを行動に移せるよ​
​　　　うにこれからも今回気づいたことを意識していきたいなと思っています。​



​　　　・​​２回目の文化祭を終えて​
​　　　　　中学生になり、第２回目の文化祭を通して感じたことは、集団行動をする上での協調性や貢献すること​
​　　　　の大切さです。​
​　　　　　パートごとに分かれて合唱練習を行った際に、自分たちのパートの音源に合わせて歌うことはできても、​
​　　　　他パートの音源を流すとどうしても音源につられてしまうことが多く、何か工夫できることはないのか話​
​　　　　し合った際、候補として出たのが、音源なしで手拍子だけで拍をとるという案でした。実際に手拍子だけ​
​　　　　で拍をとりながら歌うと、リズムがずれたりすることもなく、練習時では史上最高のパート練習をするこ​
​　　　　とができました。仲間と協力することは、自分には思いつかない発想や知識をくれ、協調しあうことの重​
​　　　　要性や不可欠さへの理解を深めることができます。​
​　　　　　そして、集団行動に欠かせない「貢献」では、吹奏楽部の部員として「音楽文化」を生徒や観覧者の皆​
​　　　　様に伝えることができたということです。また、ダンス部の公演中などには応援をし、会場を盛り上げる​
​　　　　こともできます。文化を楽しむという点において、吹奏楽部での演奏もダンス部での応援も、すべてが貢​
​　　　　献につながると私は思いました。​
​　　　　　このように、仲間と協力しあってクラス発表に貢献することも、文化を伝えることも、場の雰囲気をよ​
​　　　　くし、盛り上げることも全て集団行動をするうえで欠かせないものだと私は思いました。​
​　　　　　これを機に、クラスや学年に貢献できることはないかなど積極的に考えられるようにしたいと思いまし​
​　　　　た。​
​　　　・​​２度目の文化祭​​　​
​　　　　　私は今年の文化祭をとても楽しみにしていた。なぜなら、クラスの第１希望の曲になったからだ。私は​
​　　　　その曲を自分の中では第２希望にしていたが、クラスの第１希望の曲になってくれて私はとても嬉しかっ​
​　　　　た。決まった後は、パートリーダーや副パートリーダーの人たちや文化祭実行委員の方々のおかげで、し​
​　　　　っかりと練習することができた。​
​　　　　　しかし、私にとっての一番の危機が訪れたのは文化祭の約５日前のことだった。日曜日に珍しく部活で​
​　　　　ちょっとした試合があり、そこで頑張って声を出しすぎてしまって、喉が枯れてしまったのだ。それは文​
​　　　　化祭前日のリハーサルになったも治らず、私は歌えずに今年の文化祭を終えるのかと思った。​
​　　　　　しかし希望は訪れた。当日の朝になり、軽く声を出してみると、喉がほぼ治っていたのだ。私は嬉しす​
​　　　　ぎて声を出して喜びかけた。そして、本番では、今までの練習では聞いたことのない最高の合唱をするこ​
​　　　　とができた。８年１組で本当に良かったと思った。​
​　　　　　私は今回の文化祭で何か大きな役割を務めていたわけではないし、練習の時に、何かすごいドラマがあ​
​　　　　ったわけでもない。それでも私の中で、この文化祭という行事は移動教室と同じくらいいい思い出となっ​
​　　　　た。来年の文化祭もいいものにしていきたい。​
​　　​

​来週以降の予定！​
​1校時​ ​2校時​ ​3校時​ ​4校時​ ​給食​ ​5校時​ ​6校時​ ​備　考​ ​下校予定時刻​

​１０日（月）​ ​道​ ​②​ ​③​ ​④​ ​◯​ ​⑤​ ​⑥​ ​全校朝礼​ ​１５：５０​

​１１日（火）​ ​①​ ​②​ ​③​ ​④​ ​◯​ ​⑤​ ​⑥​ ​RSタイム​ ​１５：５０​

​１２日（水）​ ​英​ ​国​ ​美​ ​／​ ​×​ ​／​ ​／​ ​期末考査１日目​ ​１１：４０​

​１３日（木）​ ​理​ ​保体​ ​技家​ ​／​ ​×​ ​／​ ​／​ ​期末考査２日目​ ​１１：３０​

​１４日（金）​ ​数​ ​社​ ​音​ ​学​ ​◯​ ​スケアード​
​ストレイト​

​期末考査３日目​
​スケアードストレイト​ ​１５：５０​

​１５日（土）​ ​地域防災訓練​ ​／​ ​×​ ​／​ ​／​ ​土曜授業​
​※授業公開はありません　​ ​１１：３５​

​　​​保護者の皆様へ​​～ご協力ありがとうございます～​

​　　　　日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。​
​　　　　来週は期末考査が行われます。学習は個人で取り組むものではありますが、​
​　　　テスト向け、落ち着いて学習に向かう雰囲気など、学年全体で作り、学習の成​
​　　　果や課題を確認できるようにしてほしいと思います。​


